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情報Ⅰ公開実力確認テストとは

令和 4 年度より「情報Ⅰ」の授業がはじまり、令和 7 年度大学
入学共通テストで「情報Ⅰ」の試験が実施されることを受け、
日本文教出版では、CBT 形式で受験可能な「情報Ⅰ 公開実力
確認テスト」を実施してきました。
本テストは、「情報Ⅰ」の 4 領域について、これまでの学習を
通して生徒が教科の内容をどの程度理解しているかを確認する
ことを目的としています。

現在、実施期間を終了し、問題（フォームデータ）と解答・解説（PDF）を公開しています。

右記の QR コードより日文 Web サイトにアクセスし、ダウンロードしてご活用いただけます。

コンピュータと
プログラミング

情報通信ネットワークと
データの活用

情報社会の
問題解決

コミュニケーションと
情報デザイン

本冊子に掲載されているデータについて

● 試験時間や問題数などの基本要領は一般公開と同じです。
● �Google Forms と Microsoft forms で作成した問題データを協力校へ提供し、授業や宿題などでご活用い

ただく形でテストを実施していただきました。
● 各フォームで収集した生徒さんの解答データを匿名化したうえ、日文にご提供いただきました。
● 収集したデータの平均点や標準偏差などの統計を算出し、表やグラフにまとめました。

第 3 回のテストについて、プレ受験にご協力いただいた高校生の受験者の解答結果を分析しました。

2025 年 4 月 21 日（月）～ 6 月 10 日（火）申込受付期間

2025 年 4 月 21 日（月）～ 7 月 10 日（木）実施期間

「情報Ⅰ」を履修している、または履修を修了した生徒
大学入学共通テストで「情報Ⅰ」を受験する予定の生徒

対象

本テストの難易度比較や成果、効果、課題などを把握し、今後の教材作成などに生かすために、日文 Web サ
イトでの一般公開に先立ち、希望校を対象にプレ受験を実施しました。
一般公開期間中は高校生以外の方も受験できるため、得られる解答データが高校生の実態を反映したものにな
らない可能性があることから、高校生の受験者のみのデータを得るため、日文の教科書編集協力者の先生方へ
プレ受験へのご協力をお願いしました。

プレ受験とは

問題構成

本テストは大問 5 問で構成されており、おもな内容および配点は次の通りです。

配点 出題領域

第 1 問 15 点 情報デザイン・知的財産権

第 2 問 20 点 デジタル化

第 3 問 20 点 ネットワーク

第 4 問 25 点 プログラミング

第 5 問 20 点 データ活用

出題内容
● �「情報Ⅰ」について、どの程度理解している

かを確認するものです。
● �学習指導要領における 4 領域（情報社会の

問題解決、コミュニケーションと情報デザ
イン、コンピュータとプログラミング、情
報通信ネットワークとデータの活用）のバ
ランスに配慮して出題します。

● �出題内容は教科書記述を原則としますが、
問題を解くための前提条件（知識）を提示
した上で、教科書の記述内容を超えた内容
が出題される場合もあります。

実施要領
● �Google Forms と Microsoft Forms を用いた

CBT 方式。
● 問題数は 51 問、出題形式は選択式。
● 試験時間は 40 ～ 45 分を想定。
● 解答送信後に点数と正誤のみ確認可能。
● �実施期間終了後に、日文 Web サイトで解答・

解説（PDF）を公開。
※�解答を送信した後、自身の解答をフォーム上で記

録することができない設定。自身の解答は別の場

所に記録し、実施期間終了後に公開される解答・

解説を参照して確認する。
● �実施期間中は、いつでもどこでも何度でも受

験が可能。

第 3 回 概要

https://www21.nichibun-g.co.jp/joho_koukaitest_index/
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分析結果（得点概要）
得点分布
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②これから履修予定 ⓪現在履修中 ①すでに履修済み

総受験者数 846 人 ／ 学校数 13 校

合計 第 1 問 第 2 問 第 3 問 第 4 問 第 5 問

知的財産権・
情報デザイン デジタル化 ネットワーク プログラミング データ活用

配点 100 15 20 20 25 20

平均点 48.6 9.3 10.7 10.8 9.7 8.1

得点率 49％ 62％ 53％ 54％ 39％ 41％

標準偏差 13.5 2.5 3.7 4.1 5.2 4.4

最高点 95 15 20 20 25 20

最低点 11 2 0 0 0 0

中央値 48 10 10 11 9 8

全体の平均点は 48.6 点、標準偏差は 13.5 でした。表には記載していませんが、得点分布の四分位範囲は 18 であり、
きわめて中央に分布が集中しています。
大問別にみると、第 1 問から第 3 問までは基本的な内容であり、得点率は 50％を超えました。一方、第 4 問と第 5
問は「プログラミング」と「データの活用」の領域で、課題の読解も含めて考えて解く問題であったため、得点率
は 50％未満となりました。

POINTPOINT

平均値に近い 40 ～ 50 点台の得点者が多くなっています。60 点台の階級では度数が大きく減少していることから、
分布が中央に集中しており、上位層は薄い傾向があることがわかります。
今後の分析では、情報Ⅰを学習した結果について検討するため履修状況が「①すでに履修済み」の 762 名を対象と
します。

POINTPOINT

大問別データ

受検者の学年別および履修状況別の平均点をまとめました。
現在履修中の受験者の平均点は低いものの、履修済みの受験者の平均点と比べて大きな差は見られません。

「知的財産権」や「デジタル化」の領域については、学習直後または学習中である受験者が多かったと推測されます。
「ネットワーク」や「プログラミング」の領域については、中学校技術科での学習内容が影響している可能性があり
ます。

POINTPOINT

標本数 合計 第 1 問 第 2 問 第 3 問 第 4 問 第 5 問

①高校 2 年生 139 43.8 9.0 10.2 10.2 7.5 7.1

②高校 3 年生 707 49.7 9.4 10.8 11.0 10.2 8.4

学年別平均点

標本数 合計 第 1 問 第 2 問 第 3 問 第 4 問 第 5 問

⓪現在履修中 76 44.5 10.1 9.8 9.9 7.4 7.2

①すでに履修済み 762 48.5 9.3 10.7 10.8 9.7 8.0

②これから履修予定 8 34.3 7.0 6.8 6.4 8.0 6.1

履修状況別平均点

「①すでに履修済み」の 762 名を対象に、得点上位 25％の群と下位 25％の群について、大問ごとの得点率をまとめ
ました。
第 1 問「知的財産権・情報デザイン」では、上位群と下位群のポイント差は 20.2 ですが、第 2 問以降では群間に大
きなポイント差が見られます。下位層は、情報科学、プログラミング、データ活用のすべての領域において力が十
分に身についていないことがわかります。特に第 4 問「プログラミング」では、62.7 ポイントと本テスト最大の差
となっており、上位者との差が顕著です。

POINTPOINT

第 1 問 第 2 問 第 3 問 第 4 問 第 5 問

配点 15 20 20 25 20

上位 25％群の得点率 72.8％ 85.2％ 84.8％ 84.3％ 75.9％

 下位 25％群の得点率 52.6％ 39.1％ 34.6％ 21.6％ 21.7％

ポイント差 20.2 46.1 50.2 62.7 54.3
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問題ごとにどの選択肢がどれくらい選ばれているかの比率を出し、その結果から受験者がどのような誤解をしているの
か、どの知識が不足しているのかを整理し、理解度を上げるための指導ポイントをまとめました。

②
6％

●①
88％

⓪
5％

③
0％

未回答
0％

正答 配点 正答率

●① 2 点 88％

きわめて基本的な用語の問題であり、正答率が高くなっています。
今後も用語理解を確実に定着させるために、継続して適切な学習指導に取
り組めるとよいでしょう。

解説・指導ポイントポイント

Ⅰ　【 ア 】
「問題解決」という用語の意味を問う問題です。

問題解決に関する基本的な考
え方と、知的財産権に関する
基礎知識を問う問題です。

第 1 問

分析結果（各問詳細） ■ 第 1 問　■ 第 2 問　■ 第 3 問　■ 第 4 問　■ 第 5 問　

●②
94％

①
2％

③
1％

⓪
3％

未回答
0％

正答 配点 正答率

●② 2 点 94％

産業財産権の 4 つの権利について、受験者は十分に理解できているようです。
今後も継続して適切な学習指導に取り組んでいきましょう。

解説・指導ポイントポイント

Ⅰ　【 イ 】
産業財産権の種類に関する知識を問う問題です。

回答が分散しており、産業財産権の保護期間について正確に記憶している
受験者が少なかったと考えられます。産業財産権の諸権利は、保護期間が
権利の種類によって異なります。
受検対策としては、このような細かい部分までしっかりおさえておく必要
があることを、生徒さんに伝えるようにしましょう。

解説・指導ポイントポイント

Ⅰ　【 ウ 】
商標権の保護期間に関する知識を問う問題です。

②
33％

①
22％

③
15％ ●⓪

30％

未回答
0％

正答 配点 正答率

●⓪ 2 点 30％
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Ⅰ　【 エ 】
著作権法の目的を問う問題です。

問題文中に「学術的または芸術的な創造物を保護する権利」とあることか
ら、これらを保護することが「文化」の発展を目指すことだと理解できれ
ば正解できます。

「⓪経済」を選択した受験者には、問題文を正確に読み解く力を養う指導が
必要です。

解説・指導ポイントポイント ●③
71％

①
7％

②
2％

⓪
19％

未回答
0％

正答 配点 正答率

●③ 2 点 71％

Ⅰ　【 オ 】
方式主義と無方式主義に関する知識を問う問題です。

「無方式主義」という言葉を知らなくても、「登録する必要がない」という
表現から、「⓪方式」や「①有方式」は除外できます。「③個方式」も、個々
の著作物に応じて方法が異なるわけはないため、除外できます。したがっ
て、知識がなくても消去法を用いれば正解できる問題です。
このような問題があることを生徒さんに伝えられるとよいでしょう。

解説・指導ポイントポイント

③
20％

●②
75％

①
2％

⓪
2％

未回答
0％

正答 配点 正答率

●② 2 点 75％

②
10％

●①
83％

③
0％

⓪
6％

未回答
0％

正答 配点 正答率

●① 2 点 83％

正答率が高いので、学習指導上の大きな問題はないと考えられます。
今後も引き続き、適切な学習指導に取り組んでいけるとよいでしょう。

解説・指導ポイントポイント

Ⅱ　問 1　
情報デザインの考え方について理解を問う問題です。

回答が分散しており、十分な学習指導が行われていなかったことが
推測されます。
ヒューリスティック評価を実習で実施する機会は少ないと考えられ
ますが、実際に実施しない場合でも、このような評価があることを
生徒さんに知らせておくことも必要です。

解説・指導ポイントポイント

Ⅱ　問 2
�情報デザインの成果物を評価する方法の一つである「ヒューリスティック評価」の内容について理解
を問う問題です。

②
25％

●③
15％

①
38％

⓪
21％

未回答
0％

正答 配点 正答率

●③ 3 点 15％



第1問 第2問 第3問 第4問 第5問
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情報のデジタル化に関する問題です。
音 の A/D 変 換 と 画 像 の A/D 変 換、
それらに伴うデータ量の計算、さら
にデータの圧縮方法などを扱う総合
的な内容となっています。

第 2 問

音の A/D 変換の基本事項であるため、正答率も高くなりました。
今後も引き続き、適切な学習指導に取り組めるとよいでしょう。

解説・指導ポイントポイント

問 1
�PCM 方式におけるサンプリング周波数の性質について理解を問う問題です。

②
8％

●⓪
82％

①
8％

③
1％

未回答
1％

正答 配点 正答率

●⓪ 2 点 82％

②
24％

●⓪
66％

①
8％

③
2％

未回答
0％

正答 配点 正答率

●⓪ 2 点 66％

画像の A/D 変換の基本事項ですが、正答率はやや伸びませんでした。「解
像度が高いほど画像が鮮明に」という文章の「鮮明に」に引っ張られたのか、

「②画像の色数」と誤答する生徒さんが 4 分の 1 ほどいました。
解像度が画素数と結びつくように、生徒さんにしっかり指導しましょう。

解説・指導ポイントポイント

問 2
�ビットマップ画像における解像度の性質について確認する問題です。

動画の基本事項であるため、正答率も非常に高くなりました。
今後も適切な学習指導に取り組めるとよいでしょう。

解説・指導ポイントポイント

問 3
動画のフレームレートの性質について理解を問う問題です。

②
1％

③
2％

●①
95％

⓪
2％

未回答
0％

正答 配点 正答率

●① 2 点 95％



第1問 第2問 第3問 第4問 第5問
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②
26％

●①
34％

③
11％

⓪
28％

未回答
0％

正答 配点 正答率

●① 4 点 34％

PCM 方式のデータ量の公式をもとに計算するシンプルな問題です。公式
を覚えていなくても、PCM 方式を理解していれば計算は可能です。
PCM 方式のしくみとデータ量を求める式を結びつけて理解させるよう工
夫しましょう。

解説・指導ポイントポイント

問 5
PCM 方式におけるデータ量について理解を問う問題です。

問 4
音・画像・動画における圧縮方式に関する知識を問う問題です。

圧縮について、音・画像・動画それぞれに関する内容が問われたため、正
答率は低くなりました。
音や動画のファイル形式について、生徒さんに確認させる指導が必要です。

解説・指導ポイントポイント

●④
35％

③
10％

②
22％

⑤
8％

①
11％

⓪
14％

未回答
0％

正答 配点 正答率

●④ 3 点 35％

問 5 の正答率が低いことを考慮すると、受験者はしっかりと計算したので
はなく、データ量は「音楽＜画像＜動画」であり、高解像度かつフレームレー
トが高い②を正解として選択したと推測されます。微妙なデータ量の違い
について問われた場合には、正答率が低下する可能性があります。
データ量を具体的に計算させ、画素数やサンプリング周波数、フレームレー
トとの関係を図示しながら説明すると理解が深まります。

解説・指導ポイントポイント

問 6
音・画像・動画のデータ量を比較する問題です。それぞれのデータ形式や解像度、フレームレートな
どの条件に応じて、データ量がどのように変化するかを理解しているかを問います。

③
4％

●②
90％

①
4％

⓪
2％

未回答
1％

正答 配点 正答率

●② 3 点 90％



第1問 第2問 第3問 第4問 第5問
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問 7　
圧縮率を求める問題です。解像度やフレームレート、ビット数の条件をもとに、動画データが圧縮さ
れた際の圧縮率を計算できるかを問います。

回答が分散し、かつ正答を選んだ受験者が最も少ない結果となりました。
動画のデータ量の計算、また圧縮率の計算のいずれかに理解の課題がある
と考えられます。
問 5 の結果も鑑みると、デジタル化におけるデータ量の計算について、演
習問題を解かせるなどの指導が必要です。

解説・指導ポイントポイント

②
39％

●③
18％

①
22％

⓪
21％

未回答
1％

正答 配点 正答率

●③ 4 点 18％

②
14％

●①
60％

③
25％

⓪
1％

未回答
0％

正答 配点 正答率

●① 2 点 60％

IP アドレスの役割はネットワークの基本事項であるため、正答率は 80％を超えることが望ましいです。
「一意に識別する」のような表現にも、生徒さんが慣れておくよう指導する必要があります。

解説・指導ポイントポイント

A　問 1
IP アドレスの役割に関する知識を問う問題です。

「③受信側は 4 階層から処理される。」という文章の「4 階層」に引っ張ら
れた受験者が 20％いました。4 階層とはアプリケーション層を指しており、
受信側は 1 階層から上層に向かって処理するため、これは誤りです。⓪と
③が候補となった時点で、選択肢の文章を慎重に精査する必要があります。

解説・指導ポイントポイント

A　問 2
TCP/IP モデルの特徴について理解を確認する問題です。

②
18％

③
20％

①
10％

●⓪
52％

未回答
1％

正答 配点 正答率

●⓪ 2 点 52％

第 3 問



第1問 第2問 第3問 第4問 第5問

16 17

A　問 3
ネットワークにおいて機器の基本的な役割を区別できているかを確認する問題です。

小規模な LAN パケットにおいて、フィルタリングや NAPT（ネットワー
クアドレス・ポート変換）などの機能を提供する機器はルータです。
ネットワーク領域では、現実的な LAN の構成に即した指導が求められます。

解説・指導ポイントポイント

②
29％

③
5％

⓪
23％

●①
44％

未回答
0％

正答 配点 正答率

●① 2 点 44％

文中に「異なる宛先のパケットが混在してもよい」とあることから、正解
の「③・・・回線数より多くのユーザが同時に通信できること」に結びつ
けることができます。他に惑わせるような選択肢がなかったことから、正
答率が高くなったと考えられます。

解説・指導ポイントポイント

B Ⅰ【 イ 】
パケット交換方
式の特徴を理解
しているかを問
う問題です。

②
12％

①
8％

●③
73％

④
3％

⓪
5％

未回答
0％

正答 配点 正答率

●③ 1 点 73％

B Ⅰ【 ア 】
回線交換方式の
特徴を理解して
いるかを問う問
題です。

②
10％

③
9％

●①
52％

④
17％

⓪
12％

未回答
0％

正答 配点 正答率

●① 1 点 52％

「⑤必ず接続が確立できること」は、電話をしたときに「相手が通話中」で
回線を確立できない経験を踏まえれば、誤りであることがわかります。「回
線を占有する」という特徴と、パケット通信ではデータが混在するため通
信量が変化する可能性を読み取ることができれば、正解を判断することが
できます。

解説・指導ポイントポイント

B Ⅰ
ネットワークにおける回線交換方式とパ
ケット交換方式の特徴について、理解を
問う問題です。
基本的なネットワークの知識があれば、
容易に正答を選ぶことができます。十分
な知識がなくても、問題文に示されてい
る説明や自身の経験に基づいた推測に
よって、正答を導き出すことが可能です。

第 3 問

A　問 4
IP アドレス数のビット数と、それによって表現できるアドレス数の関係を問う問題です。

●②
35％

①
40％

⓪
22％

③
2％

未回答
0％

128 ビットを 32 ビットで割ると 4 になることからか、「① 2 の 4 乗倍」
という誤答が最も多い結果となりました。2128 ÷ 232 ＝ 2128 － 32 ＝ 296 とい
う、数学的知識の応用ができていないと考えられます。
それぞれの教科・科目での学びを、他の分野でも活かす意識を高める指導
が必要です。

解説・指導ポイントポイント

正答 配点 正答率

●② 2 点 35％



第1問 第2問 第3問 第4問 第5問
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B Ⅱ　問 1
ハイブリッド方式が共通鍵暗号方式と公開鍵暗号方式を組み合わせて利用する理由を問う問題です。

誤答は「⓪通信のデータそのものを暗号化するため」と「①通信相手の身
元を証明するため」の 2 つに分かれました。⓪は共通鍵暗号方式でも公開
鍵暗号方式でも暗号化するため、2 つの方式を組み合わせる理由にはなり
ません。①は TLS のサーバ証明書と誤解したのかもしれません。
正答の「②共通鍵を安全に共有する」が、TLS が 2 つの暗号化方式を組み
合わせる理由であること、また共通鍵暗号方式と公開鍵暗号方式の特徴に
ついて、丁寧に指導しましょう。

解説・指導ポイントポイント

③
2％

●②
53％ ①

22％

⓪
23％

未回答
0％

正答 配点 正答率

●② 2 点 53％

②
27％

●①
65％

③
2％

⓪
5％

未回答
1％

正答 配点 正答率

●① 2 点 65％

電子証明書に「証明書」とあり、他の選択肢に証明に関連する項目がない
ことを考慮すると、正答率は低いと言えるでしょう。暗号化に関する文章
であるためか、「②通信中のデータを自動的に暗号化する」を選ぶ受験者が
見られました。
問題文を注意深く読むよう指導しましょう。

解説・指導ポイントポイント

B Ⅱ　問 2
電子証明書の役割について問う問題です。

B Ⅱ
安全なデータ通信のうち、暗
号化に関する理解を問う問題
です。TLS 通信のしくみや、
情報セキュリティの基本的な
考え方について確認する内容
となっています。
教科書では、情報セキュリ
ティを情報システムの分野で
扱っているため、ネットワー
ク領域の内容と関連づけて考
えることが必要です。

第 3 問

文中に「途中でデータが改ざんされたら」に対して「対策されている」と
あることから、完全なデータが送られるしくみがあることがわかります。

「機密性」を選んだ受験者が多いのは、情報セキュリティの「可用性」「機
密性」「完全性」に関する指導が十分に行き届いていないことを示している
と考えられます。

解説・指導ポイントポイント

B Ⅱ　問 3
情報セキュリティの基本的な概念を理解し、用語と結びつけて考える力を問う問題です。

②
52％

●③
32％

①
12％

⓪
3％

未回答
0％

正答 配点 正答率

●③ 2 点 32％



第1問 第2問 第3問 第4問 第5問
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B Ⅱ　問 4
暗号化のプロセスにおいて、平文から暗号文への状態の変化を理解し、それぞれの役割や特徴を把握
しているかを確認する問題です。

正答率も 74％と高く、問題文を適切に読み取ることができた受験者が多
かったようです。
読解力はどんな問題でも求められる基礎的な力なので、しっかり鍛える指
導を行いましょう。

解説・指導ポイントポイント

②
8％

③
8％

●⓪
74％

①
10％

未回答
0％

正答 配点 正答率

●⓪ 2 点 74％

B Ⅱ　問 5
セキュリティを向上させる具体的な対策について考える内容です。

文中の「内部や人的なミスが多い」を考慮すれば③が正答になります。①は、
データが盗まれることに直接的には関係しません。⓪や②はセキュリティ
全般を高める行為ではありますが、データが盗まれる行為とより直接的な
関係があるものを選ぶ必要があります。

「最も適切なもの」が問われる問題を解く際には、問題文と選択肢を読み比
べ、原因と結果の関係に着目する必要があります。似たような問題に繰り
返し取り組むことで、読解力を高めるよう指導しましょう。

解説・指導ポイントポイント ②
6％

●③
65％

①
17％

⓪
12％

未回答
0％

正答 配点 正答率

●③ 2 点 65％

第 4 問

問 1
交換法を用いたデータの並べ替えアルゴリズム
に関する問題。問題文にアルゴリズムの流れが
示されており、その内容をコードで表現する力
を問う内容です。



第1問 第2問 第3問 第4問 第5問
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問 1　【 ア 】
データの並べ替えにおける昇順・降順の判断を問う問題です。

ソートでは「昇順」と「降順」という言葉の意味を理解していることが重
要です。「タイムが遅い順」は数値が大きい順であると理解できれば解ける
問題で、もっと高い正答率であることが望ましいです。
単なる暗記ではなく、言葉の意味をきちんと理解し、文脈に沿って読み取
る力を養う指導が必要です。

解説・指導ポイントポイント

⓪
25％

●②
68％

①
4％

④
1％

③
3％

未回答
0％

正答 配点 正答率

●② 1 点 68％

②
7％

●③
61％

④
19％

①
8％

⓪
3％

未回答
2％

正答 配点 正答率

●③ 2 点 61％

正答率は高いですが、次の問題【 エ 】の正答率が低いことを踏まえると、
この問題を正確に理解して正答できたとは言い切れません。反復命令が 11
から 1 ずつ減らしながら繰り返すため、0 か 1 までであることが想定され
ます。選択肢には 1 しかないことから、正答できた受験者も多かった可能
性があります。

解説・指導ポイントポイント

問 1　【 ウ 】
交換法のアルゴリズムに関する問題。二重反復の構造のうち、外側の反復部分の役割について理解し
ているかを問う内容です。

内側の反復における交換処理の範囲を理解していれば、正答できます。
正答率が 20％と低いことから、並べ替えのアルゴリズムに関する指導をよ
り丁寧に行う必要があるといえます。

解説・指導ポイントポイント

問 1　【 エ 】
交換法のアルゴリズムに関する問題。二重反復の構造のうち、内側の反復部分の役割について理解し
ているかを問う内容です。

③
8％

②
15％

●④
20％

⑤
7％

⑥
32％

①
3％

⑦
3％

⓪
12％

未回答
1％

正答 配点 正答率

●④ 2 点 20％

問 1　【 イ 】
配列の構造に関する問題。添字が示す位置と対応する要素の関係を問う内容です。

配列における添字は、0 から始まる場合と 1 から始まる場合があります。
問題文中に「0 から始まる」とあるため、しっかり問題文を読めば正答でき
る問題です。⓪を選んだ 14％の受験者は、不注意であったと考えられます。

解説・指導ポイントポイント

②
7％

③
5％

●①
72％

④
2％

⓪
14％

未回答
1％

正答 配点 正答率

●① 1 点 72％



第1問 第2問 第3問 第4問 第5問
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問 1　【 オ 】
交換法のアルゴリズムにおいて、データの並べ替えを行う際に、どの 2 つの配列の値を比較し、交換
するのかを問う問題です。

アルゴリズム全体を理解できなくても判断できる問題です。問題文中に「隣
り合ったデータを比較」とあることから、Time[j] と比べるのは、添字が
1 つ小さいまたは 1 つ大きい要素であることが想像できます。したがって、

「① Time[j-1]」と「② Time[j+1]」以外を選んだ受験者は、アルゴリズ
ムの説明文を十分に読解できていないと考えられます。
①②以外の選択肢を選んだ 34％の受験者には、文章をしっかり読み解く指
導が必要です。

解説・指導ポイントポイント ●②
47％

④
22％

③
6％

①
19％

⓪
6％

未回答
1％

正答 配点 正答率

●② 3 点 47％

問 2
リレーのチーム編成を、会話文に示された方針に
従って処理すすることができるか、内容を理解し
ているかを問う問題。配列の操作や添字を適切に
処理する思考力を問う内容です。

第 4 問



第1問 第2問 第3問 第4問 第5問
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問 2　【 カ 】【 キ 】
二次元配列の構造と添字を用いて、各要素の値を正確に特定する力を問う問題です。	

①
17％

②
14％

③
13％ ●⓪

40％

④
10％

⑤
4％

未回答
2％

正答 配点 正答率

●⓪ 1 点 40％

変数 m、n の初期値と配列の添字が始まる値を結びつけて考えることがで
きているか、思考力が問われています。
プログラミングにおいては、変数の役割を理解させることを意識して指導
しましょう。

解説・指導ポイントポイント

問 2　【 ク 】【 コ 】
二次元配列を利用したプログラムの反復処理において、代入文に用いられる Group[m][n] をヒント
に、変数 m と n の初期値を考える問題。変数の初期化の重要性や二次元配列の添字がどのように動
作するかを把握することが求められます。

問 1 で添字は 0 から始まると示されています。また、問 2 の問題文で
Group[1][2] の値が 71（グループ 2 の 3 人目）であると示されており、
このことからも添字が 0 から始まると判断できます。基本的な読解の問題
であり、正答率が 80％を超えることが望ましい問題です。

解説・指導ポイントポイント

③
7％

④
8％

⑤
13％

⑦
3％

⑧
3％

⑥
7％

⓪
2％
①
3％ ②

5％

未回答
1％

●⑨
48％

正答 配点 正答率

●⑨ 1 点 48％

【 キ 】

正答 配点 正答率

●⑤ 1 点 47％

②
7％

③
11％

●⑤
47％

④
5％

⑥
4％

⑦
2％

⑨
1％

⑧
2％

①
14％

⓪
6％

未回答
1％

【 カ 】



第1問 第2問 第3問 第4問 第5問
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問題文にある関数の説明文を理解していれば、配列 Team にグループごと
の要素を代入する必要があることがわかります。誤答のうち「③ Group 
[m][n]」は右辺と同じで処理として意味がないもので、これを選択した
受験者が 21％いました。
代入文の意味や役割について、丁寧に指導する必要があります。

解説・指導ポイントポイント

●①
26％

④
9％

③
21％

②
17％

⓪
18％

⑤
5％

未回答
3％

正答 配点 正答率

●① 3 点 26％

問 2　【 シ 】
関数の活用方法に関する理解を問う問題。関数「シャッフル（配列）」を活用して、配列データをラン
ダムに並べ替える処理を行う方法や、その結果を次の操作に利用する方法を考える内容です。

問 2　【 ケ 】【 サ 】
配列の要素に関する反復処理の条件を正確に理解し、最大の添字値との関係を論理的に結びつけて判
断する力を問う内容です。

前の問題【 ク 】【 コ 】同様に、変数の役割を理解していなければ解けな
い問題です。さらに、【 カ 】【 キ 】で添字の値を正しく答えられていなけ
れば解けないため、正答率が低くなったと考えられます。

解説・指導ポイントポイント

②
20％

⓪
7％

⑨
7％

●③
29％

④
11％

⑥
5％

⑦
3％

⑧
3％

⑤
5％

①
7％

未回答
3％

正答 配点 正答率

●③ 2 点 29％

【 サ 】

②
9％

⓪
9％

⑨
7％

⑤
7％

③
23％

●④
26％

①
7％

⑧
3％⑦

2％
⑥
4％

未回答
2％

正答 配点 正答率

●④ 2 点 26％

【 ケ 】

あとの行から関数で処理した結果を代入する変数は、同じ変数名になるは
ずです。受験者の 30％が「③ Group[m][n]」を選択しているのは、考え
方がわからず迷走している可能性が高いと推測されます。
プログラミングの理解を深める指導に課題があることがわかります。

解説・指導ポイントポイント

問 2　【 ス 】
関数の活用方法に関する理解を問う問題。関数の具体的な使い方や、戻り値の活用方法を理解してい
るかを確認する内容です。

●②
20％

④
9％

③
30％

⑤
8％

①
14％

⓪
16％

未回答
4％

正答 配点 正答率

●② 2 点 20％
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●②
61％

①
6％

④
2％

③
4％

⓪
23％

未回答
3％

正答 配点 正答率

●② 1 点 61％

乱数を使うと示されているため、正解である「②確率」以外の単語では意
味が通らないことがわかるはずです。高い正答率が期待される問題です。

解説・指導ポイントポイント

問 3　【 セ 】
乱数を利用したシミュレーションモデルの名称を問う問題。シミュレーションの目的を理解している
かを確認する内容です。

問題文にある関数の説明と例を読み、表 3 と組み合わせて考えれば正答を
導き出せます。比較的平易な問題であり、高い正答率が期待される問題で
す。第 4 問の中で確実に得点できるよう、しっかり指導していきたいとこ
ろです。

解説・指導ポイントポイント

問 3　【 ソ 】【 タ 】
乱数の範囲の設定方法に関する理解を問う問題。関数「整数乱数（b, c）」は、指定された範囲内でラ
ンダムな整数を生成します。引数として指定された 2 つの整数 b と c の間で乱数を発生させ、その
結果を利用する処理や選択方法を考える内容です。

②
13％

●③
49％

④
6％

⑤
3％

①
9％

⓪
16％

未回答
3％

正答 配点 正答率

●③ 1 点 49％

問 3
乱数を用いたシミュレー
ションのプログラムに関
する理解を問う問題。関
数「整数乱数（b, c）」を
活用して指定された範囲
内の乱数を生成し、その
値により 3 つに分岐する
プログラムの構造と動作
の理解が問われます。

第 4 問
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問 3　【 チ 】【 ツ 】
分岐条件を設定する方法に関する理解を問う問題。プログラム内の条件分岐（if 文）を利用して、関
数「整数乱数（b, c）」で生成した値をもとに、異なる処理を行う流れを確認する内容です。

まず、明らかに誤りである選択肢⓪と①を消去します。その上で、細かな
点を確認し、適切な選択肢を選ぶとよいでしょう。
相関関係については、典型的な散布図以外のパターンの散布図と相関係数
の関係を示して指導しましょう。

解説・指導ポイントポイント

●②，●⑤
43％

未回答 ⓪，① ⓪，② ⓪，③

⓪，④ ⓪，⑤ ①，② ①，③

①，④ ①，⑤ ②，③ ②，④

②，⑤ ③，④ ③，⑤ ④，⑤

その他

その他
18％ ①，②

17％

正答 配点 正答率

●②，●⑤ 3 点 43％

Ⅰ　問 1
折れ線グラフと散布図の読み取りの問題。グラフから情報を適切に抽出し、データから読み取れる事
実や傾向を考察する内容です。

②
11％

④
11％

⑦
10％

⓪
10％

●③
29％

⑤
7％

⑥
6％

①
5％

⑨
3％

⑧
3％

未回答
4％

正答 配点 正答率

●③ 1 点 29％

【 チ 】

②
12％

⓪
7％

⑨
9％

⑦
7％

③
9％

④
8％

●①
26％

⑥
6％

⑧
4％

未回答
4％

正答 配点 正答率

●① 1 点 26％

【 ツ 】

データをもとに作成したグラフや表の
読み取り、また基本的な統計分析を扱っ
た問題。相関関係を分析し、得られた結
果を適切に解釈する力を問う内容です。

第 5 問

表 3 の内容と分岐条件が真のときに実行される命令から、分岐条件は明確
です。誤答が分散しており、受験者がミスをした理由として特定の傾向は
見られませんでした。
分岐構造について、丁寧な指導を行う必要があります。

解説・指導ポイントポイント



第1問 第2問 第3問 第4問 第5問

34 35

Ⅱ　問 1
擬似相関に関する知識を問う問題。2 つの変量に影響を与える第三の要因を指す名称を選択するよう
求めています。Ⅱ

擬似相関と尺度の分類について
問う問題。生徒がデータ分析に
おける論理的な思考力を養い、
統計的な因果関係や尺度の性質
を正しく理解し活用する力を身
につけているかを確認する内容
です。

第 5 問

●②
39％

③
11％

①
14％

⓪
36％

未回答
1％

正答 配点 正答率

●② 2 点 39％

散布図を使う問題として、擬似相関のあるデータは題材としてよく用いら
れます。
本問は知識を問うシンプルな問題なので、授業では擬似相関と「交絡因子」
についても取り上げ、指導しましょう。

解説・指導ポイントポイント

問題文に「年間の平均気温が最も高い」とあるため、正答は④以外に考えられません。誤答である③を選ぶ受験者
が多く、高校生として読解力が十分でない傾向が見られます。
問題演習を中心に読解力を養う指導を行うことが望ましいです。

解説・指導ポイントポイント

Ⅱ　問 2　【 イ 】
問題文の内容と散布図内にプロットされた各点の対応関係について考える問題。問題文に示された沖縄県
と秋田県の婚姻率と平均気温のデータ、そして散布図で示された情報を関連づける力を確認する内容です。

③
24％

①
7％ ②

6％

●④
60％

⓪
3％

未回答
1％

正答 配点 正答率

●④ 2 点 60％



第1問 第2問 第3問 第4問 第5問

36 37

Ⅱ　問 2　【 ウ 】
問題文の内容と散布図内にプロットされた各点の対応関係について考える問題。沖縄県と秋田県につ
いて、婚姻率と年間平均気温のデータを根拠として、それぞれの都道府県が散布図内でプロットされ
た点にどのように対応するかを考察する内容です。

問題文に「離婚率が最低」とあるため、正答は②以外に考えられません。
正しく回答した受験者は 7 割を超えています。次に選ばれた選択肢として
割合が高い③を選んだ受験者は、縦軸と横軸の見方が十分に身についてい
ないことがうかがえます。
グラフの読み取りは慣れも必要ですので、さまざまな種類のグラフに触れ
る機会を増やし、グラフを正しく読み取る力を養う指導を行うとよいで
しょう。

解説・指導ポイントポイント

●②
76％

③
12％

①
5％

⓪
3％

④
2％

未回答
1％

正答 配点 正答率

●② 2 点 76％

Ⅲ
都道府県別の婚姻率や初婚年齢に関
するデータを分析し、グラフを読み
取る力や直線回帰を用いた一次回帰
式を使った計算力を問う問題です。

第 5 問

問 3　【 エ 】～【 カ 】
統計分析やデータの分類に関する尺度水準について理解しているかを問う問題です。

正答率が低く、誤答も分散していることから、尺度の分類についての指導
が十分に行き届いていないことがうかがえます。
統計データを扱う上で基本的な事項ですので、授業ではそれぞれの尺度の
特徴を整理し、分類の演習を繰り返すなど、しっかりと指導しましょう。

解説・指導ポイント	ポイント	

●②
27％③

10％

④
19％

⑦
2％

⑥
12％⑤

6％

①
6％

⓪
17％

未回答
2％

正答 配点 正答率

●② 2 点 27％



第1問 第2問 第3問 第4問 第5問

38 39

Ⅲ　問 1
都道府県ごとの人口データや年齢層別人口分布など、多角的なグラフ情報を参照し、それに基づいて
数値データを読み取る力を問う問題です。

男女別に広島県の平均初婚年齢が含まれる人口を足し算するシンプルな問
題ですが、正答率は非常に低くなっています。データ活用の問題では、読
解力が重要であることが、本問からもうかがえます。

解説・指導ポイントポイント

②
19％

●①
36％

④
11％

③
12％

⑤
7％ ⓪

12％

未回答
2％

正答 配点 正答率

●① 2 点 36％

Ⅲ　問 2
データをもとに考えられる事項を判断する問題。各都道府県の初婚平均年齢に関連する情報を用いて、
東京都と広島県の特徴や比較結果について分析する力が必要です。

明らかに誤りである選択肢を消去するだけで正答を導き出すことができる
問題ですが、正答率が低い結果となりました。
試験対策として、消去法という解法のテクニックを指導するとよいでしょう。

解説・指導ポイントポイント

●②
28％

①
19％

⓪
42％

③
7％

未回答
4％

正答 配点 正答率

●② 2 点 28％

●①，●④
28％

⓪，⑤

未回答 ⓪，① ⓪，② ⓪，③

⓪，④ ①，② ①，③

①，④ ①，⑤ ②，③ ②，④

②，⑤ ③，④ ③，⑤ ④，⑤

その他

①，③
7％

その他
21％

③，④
9％

②，④
8％

正答 配点 正答率

●①，●④ 3 点 28％

明らかに誤りである選択肢⓪を除外できている受験者は多いですが、20％以
上の受験者が③を選択しています。③も問題文と箱ひげ図から誤りであるこ
とがわかるため、グラフの読み取りを苦手としている受験者が多いことがう
かがえます。
また、データは平均値をもとにしていること、箱ひげ図では都道府県の組み
合わせを判断できないことなど、データの特性を理解することも重要です。

解説・指導ポイントポイント

Ⅲ　問 3
中央値や範囲の読み取り、外れ値やデータのばらつきの把握など、箱ひげ図を読み解き、それに基づ
いて婚姻データの特徴を把握する力を問う問題です。

Ⅲ　問 4
直線回帰による一次回帰式を計算し、それを基に関係性を分析する力を問う問題。20 ～ 39 歳の未婚
者数における男女比と婚姻率の関係性を考察し、男女比が変化した場合の婚姻率を予測する内容です。

問題文に示されている「女性の人口が男性の 2 倍になった」ことを、一次
回帰式における x の値として表現できるかが問われています。正答率は低
く、誤答として①を選んでいる受験者が多いことから、どのように考えれ
ばよいのかわかっていない受験者が多いことが推測されます。
授業では、算数の比の概念を再度確認しながら指導するとよいでしょう。

解説・指導ポイントポイント

●②
33％

③
14％

①
37％

⓪
12％

未回答
4％

正答 配点 正答率

●② 2 点 33％
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「第 3 回 情報Ⅰ 公開実力確認テスト」について、集計データをもとに問題ごとの正答率や選択肢の選択比率を示し、受験者

が陥りやすいポイントや対策を整理しました。テスト結果から見えてきた今後の課題として、4 つのポイントを示します。

今後の課題

読解力は情報科に限らず、すべての教科で必要とされる力です。

本テストには、読解力さえあれば比較的容易に正答を導くこ

とができる問題が多くあります。これは大学入学共通テスト

でも同様です。

情報科における専門用語を用いた文章を正確に読み解く力を

養うことが重要です。まずは、教科書の本文を生徒自身に読

ませ、内容を理解させる指導を行うとよいでしょう。その上

で、専門用語の意味や概念を整理させ、文章全体の文脈と関

連づけて理解させると、読解力の定着につながります。

問題文・会話文を正確に読み解く力
の醸成

1

プログラミングの問題では、アルゴリズムが問題文中に示さ

れている場合が多くあります。①の読解力にも関わることで

すが、まず日常的な言葉で物事の処理の流れを正しく理解で

きていることが前提となります。その理解をもとに、プログ

ラミング言語のコードで表現することは、文法事項を理解し

ていればそれほど難しくありません。

コードの読解においては、変数の役割、配列の添字の扱い、

条件分岐の意味、反復処理の内容理解などが鍵となります。

これらのポイントについて、実際のプログラミングや問題演

習を通して生徒さんに経験を積ませ、理解を深める指導を行

うことが重要です。

アルゴリズムの理解とコードの読解3

どの教科においても、基本用語の理解は学習の基礎となります。

用語を選択させる問題は、時間をかけずに解けることが望ま

しいです。試験に臨む場合には、教科書全般にわたる用語を

押さえておく必要があります。ただし、単に暗記させるだけで

は、用語の意味を問われる問題に対応することは難しいです。

概念を示す用語であれば、概念理解を重視して指導すること

が重要です。また、用語をしくみや応用例などと関連づけて

理解させる指導も有効です。とくに、デジタル化やネットワー

クの領域では抽象的な用語が多いため、生徒が理解できるよ

う丁寧に指導することが求められます。

基本用語の理解2

平均値など、馴染みがある統計量についても、その意味を

深く考えさせる必要があります。データ活用の問題では、

例えば、「平均値はデータの集合を代表する値であるが、個々

のデータの分布は把握できない」といった理解が求められ

ます。

同様に、グラフについても生徒さんは比較的馴染みがあり、

自分で作成することはできるでしょう。しかし、示された

グラフを読み解くことには慣れていません。そのため、問

題演習を通じて、注目すべきポイントや読み取り方を理解

させる指導を行うことが重要です。

統計量・グラフの読解4

https://www.nichibun-g.co. jp/
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